
花王品川研修所（Kao Creativity Center）
〒108‐6214 東京都港区港南2‐15‐3 品川インターシティＣ棟 14Ｆ（総合受付）・15Ｆ
アクセス http://www.sicity.co.jp/access/

13：30 開場 受付開始
14：00 開会挨拶
14：10～14：40 基調講演 ～ 高まるレポーティングの重要性と最新動向 ～

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン 業務執行理事 後藤敏彦氏
14：40～15：00 An Analysis of the Goals and Targets

解説（国際開発センター（IDCJ）SDGｓ室長 三井 久明氏）
15：20～15：40 Integrating the Sustainable Development Goals

into Corporate Reporting: A Practical Guide
解説（地球環境戦略研究機関（IGES）持続可能性ガバナンスセンター 研究員 小野田 真二氏）

（休 憩）
15：50～16：55 パネルディスカッション質疑応答
パネリスト：国際開発センターSDGｓ室長 三井 久明氏

企業２社（化学、医薬品）
16：55～17：00 閉会挨拶 本年度レポーティング研究分科会について
主催：一社）グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）
共催：地球環境戦略研究機関（IGES）国際開発センター（IDCJ)

プログラム（内容は今後変更になる場合があります）

【お申し込み】下記URLよりお願いを申し上げます。

【お問い合わせ】一般社団法人グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）事務局
https://www.ungcjn.org/contact/input.php

お申込み・お問い合わせ

今日の企業経営では、『持続可能な未来社会への貢献に向けた的確でわかりやすい情報開示』を行うことが、
ＥＳＧ投資の本格化とともに、一層重要性を増しています。一方、昨年７月の環境省による「気候関連財務
情報開示タスクフォース（TCFD）」への正式な賛同表明に見られるように、企業のCSRレポートや統合報告
書に求められる時代の要請は、刻々変容を遂げている状況の下で、あらためて環境（Environment）社会
（Social）企業統治（Governance）への企業の取り組みの先鋭化と情報開示の在り方が問われていま
す。こうした背景から、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）は、地球環境戦略研究機関
（IGES）国際開発センター（IDCJ)との共催で、GRI（Global Reporting Initiative）と国連グローバ
ルコンパクトが発行した、SDGsを企業報告に取り込むための2冊の新しいガイダンスの翻訳版の紹介を含めたミ
ニシンポジウムを開催いたします。

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）
地球環境戦略研究機関（IGES）/国際開発センター（IDCJ) ミニシンポジウム

―企業のレポーティングと情報開示―
「高まるレポーティングの重要性と最新動向」
2019年1月23日(水) 14:00～17:00

事前申し込み制：下段の【お申込み】URLよりお願い申し上げます。

会場

参加費：無料 会場定員：８０名 事前登録制 受付締め切り：2019年１月18日（金）
＊会場定員に達した場合には受付を終了致します。また、応募状況に応じて、1企業/団体あたり
の参加人数を調整することがありますので予めご了承下さい。

ご参加について

モデレータ：冨田 洋史氏
（株式会社クレアン
総合報告支援グループ

マネージャー）

https://f.msgs.jp/webapp/wish/org/showEnquete.do?enqueteid=46&clientid=20219&databaseid=rxdb
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